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たきざわインフォメーション
市政情報やイベントなど生活に役立つ情報をお知らせします

１人暮らしの高齢者の安心のために

　
市
内
に
住
む
１
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
な
ど
を
対
象
に
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

救
急
医
療
情
報
キ
ッ
ト

　
救
急
搬
送
時
や
災
害
時
に
、
医

療
や
介
護
に
関
す
る
情
報
な
ど
を

共
有
し
、
速
や
か
に
対
応
す
る
た

め
、
か
か
り
つ
け
医
療
機
関
や
緊

急
時
の
連
絡
先
、
病
気
な
ど
の
医

療
情
報
を
保
管
す
る
「
救
急
医
療

情
報
キ
ッ
ト
」
を
無
料
で
配
布
し

て
い
ま
す
。

●
対
象

　
65
歳
以
上
で
、
１
人
暮
ら
し
か

高
齢
者
の
み
の
世
帯
、
日
中
高
齢

者
の
み
の
世
帯
な
ど
。

※�

救
急
医
療
情
報
の
内
容
に
変
更

が
あ
る
場
合
は
、必
ず
内
容
を
書

き
換
え
ま
し
ょ
う
。年
に
１
回
は

内
容
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ

　
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
☎
６
５
６・６
５
２
３
）

日
常
生
活
用
具
給
付
事
業

　

自
動
消
火
器
や
電
磁
調
理
器
、

老
人
用
電
話
の
購
入
費
用
を
補
助

し
ま
す
。

●
対
象

　
65
歳
以
上
で
市
民
税
非
課
税
の

１
人
暮
ら
し
高
齢
者
。

※�

自
動
消
火
器
と
電
磁
調
理
器
に

つ
い
て
は
、
心
身
機
能
の
低
下

に
伴
い
防
火
な
ど
の
配
慮
が
必

要
な
人
に
限
り
ま
す
。

【
助
成
限
度
額
】

　
各
種
１
万
円

※�

事
前
申
請
が
必
要
で
す
。
購
入

前
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
者
福
祉
課　

　
（
☎
６
５
６・６
５
２
１
）

緊
急
通
報
体
制
整
備
事
業

　
急
病
や
災
害
な
ど
の
緊
急
時
に

迅
速
で
適
切
な
通
報
が
で
き
る

「
緊
急
通
報
装
置
」を
無
償
で
貸
し

出
し
ま
す
。
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と

で
い
つ
で
も
異
変
を
通
報
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

●
対
象

　

お
お
む
ね
65
歳
以
上
の
１
人
暮

ら
し
高
齢
者
や
高
齢
者
の
み
の
世

帯
、身
体
障
が
い
者
の
み
の
世
帯
な

ど
で
次
の
要
件
を
全
て
満
た
す
人
。

・
同
一
敷
地
内
か
同
一
建
物
に
親

族
が
居
住
し
て
い
な
い
人

・
慢
性
的
な
疾
患
な
ど
に
よ
り
日

常
生
活
で
常
時
注
意
を
要
す
る
人

・
市
民
税
が
非
課
税
の
世
帯
の
人

●
問
い
合
わ
せ

　
高
齢
者
福
祉
課　

　
（
☎
６
５
６・６
５
２
１
）

▼緊急通報装置

い
わ
て
“
お
げ
ん
き
”

み
ま
も
り
シ
ス
テ
ム

　
～
毎
日
の
お
元
気
発
信
～

　
１
日
１
回
決
ま
っ
た
番
号
に
電

話
し
、
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス
に
従
い

電
話
機
の
番
号
を
押
し
て
「
今
日

も
元
気
で
す
」
と
自
分
か
ら
発
信

す
る
仕
組
み
で
す
。　
「
お
元
気
発

信
」
が
な
い
と
き
は
状
況
に
応
じ

て
地
域
の
見
守
り
協
力
者
と
連
携

し
安
否
を
確
認
す
る
な
ど
、
日
々

見
守
り
を
し
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
利
用
す
る
た

め
に
新
た
な
機
器
を
取
り
付
け
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
普
段
使
用

し
て
い
る
家
庭
の
電
話
機
や
携
帯

電
話
で
利
用
で
き
ま
す
。

　
費
用
は
１
日
１
回
の
電
話
料
金

（
ひ
と
月
３
０
０
円
程
度
）
で
す
。

●
対
象

　
１
人
暮
ら
し
高
齢
者
か
高
齢
者

世
帯
で
、
自
分
で
電
話
を
か
け
る

こ
と
が
で
き
る
人
。

●
問
い
合
わ
せ

　
市
社
会
福
祉
協
議
会

　
（
☎
６
８
４・１
１
１
０
）

　
事
業
の
詳
細
は
、
各
担
当
部
署

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

冷蔵庫に入れて保管
する。

「緊急連絡カー
ド」の必要事項
を記入し本体容
器に入れる。

【救急医療情報キットの使い方】



Takizawa city5

●問い合わせ　環境課（☎ 656－ 6510）

犬の飼い主のルールとマナー

●まずは犬の登録をしましょう
　犬の飼い主は、犬を取得した日か生後 90日を経過した日から 30日以内に犬の登録をすること
が義務付けられています。主な登録の区分は、下表のとおりです。
　ペットショップなどの販売業者から購入した犬については、マイクロチップ情報を変更登録す
ることで、狂犬病予防法に基づく市への登録も併せて完了するため、市の窓口での手続きはあり
ません。
　詳しくは市ＨＰから☞

届け出の内容 マイクロチップ装着の有無 届け出先

・新規登録
・所有者の変更
・住所、氏名などの変更
・犬の死亡

あ
り

・ペットショップなどから購入したとき
（所有者変更）
・譲り受けたとき（所有者変更）
・新たにマイクロチップを装着したとき
（マイクロチップ情報の登録）

環境省ウェブサイト
（犬と猫のマイクロチップ
情報登録）

な
し ・譲り受けたとき（変更届か登録申請） 市環境課、東部出張所、

市内動物病院など

●狂犬病予防注射を受けましょう
　狂犬病は、発症するとほぼ 100％死に至る恐ろしい感染症です。そのため、毎年１回、原則と
して４月から６月の間に狂犬病予防注射を接種し、注射済票の交付を受けることが法律で義務付
けられています。誰もが安心して犬と一緒に暮らすことができるよう、近くの動物病院で必ず接
種をお願いします。
　滝沢市と盛岡市の一部の動物病院では、注射を接種した際に、その場で
注射済票の交付を受けることができますが、市の契約動物病院以外で接種
した場合は、市の窓口で注射済票の交付を受ける必要があります。

●マナーを守りましょう
・毎年、散歩中のふんの放置に関する相談や苦情が市に寄せられています。散歩中に排せつをし
たときは、その場所を必ずきれいにしてください。犬の飼い主として、最低限のマナーを守りま
しょう。
・放し飼いはしないでください。
・リードは短く持ち、引っ張られることなく、飼い主主導で散歩しましょう。
・散歩中などは注射済票を携帯してください。

表　主な登録の区分


